
中町小学校ＰＴＡ規約 
 

 

第一章   目 的 
 
第１条 本会は，中町小学校ＰＴＡと称し事務局を中町小学校に置く。 

 

第２条  本会は，教育を本旨とし，特定の政党や宗教に偏ることなく，ＰＴＡ活動を通して社会教育

及び家庭教育の充実に努めるとともに，家庭と学校と地域との連携を深め，児童の健全育成

を図ることを目的とする。 

 

第３条  本会は前条の目的を達成するために次の活動を行う。 

      １ 民主教育精神の高揚を図る。 

２ 家庭と学校及び地域社会の連携を密にし，児童をとりまく教育環境の改善･整備に努

める。 

      ３ 会員相互の親睦及び研修を進める。 

      ４ その他必要と認める事項。 

 

第３条  本会は前条の目的を達成するために，次の事業を行う。 

      １ 家庭と学校と地域社会との連携を密にし，児童の健全育成を助けるための事業。 

      ２ 学校設備及び備品を拡充し，児童をとりまく教育環境を充実･維持するための事業。 

      ３ 会員相互の教養を高め，親睦を図るための事業。 

      ４ その他本会の目的を達成するために必要と認める事業。 

 

 

第二章   会 員 
 
第４条  本会会員となることのできる者は，次の通りである。 

１ 本会の会員は，本校在籍児童の保護者または，これに代わる者，及び本校に在籍する

教職員をもって組織する。    

      ２ 本会会員は，会費を納めるものとする。 

      ３ 本会会員は，すべて平等の権利と義務とを有する。 

      ４ 本会会員は，江田島市，広島県，全国，各ＰＴＡの会員となる。 

 

 

第三章   役  員 
 
第５条  本会に次の役員を置く。 

      １ 会長     １名 

      ２ 副会長    ２名 

３ 子ども会会長 １名 

４ 保護者代表 １名 （※副会長がこれを兼ねる） 

      ５ 顧問  若干名（学校長，会長委嘱者） 

      ６ 事務局 １名（教頭） 

      ７ 会計  １名（会長委任により） 

      ８ 会計監査 ２名（学校事務職員１名，会長委任１名） 

      ９ 学級役員 各学級２名 

 

 

 

                         



第四章   任期と任務 
 

第６条   １ 役員の任期は，毎年４月１日に始まり，翌年３月３１日までの１年間とする。 

２ 会長は一期２年を原則とし二期目は辞退できる。但し，二期目に限り再選を妨げない。 

３ 副会長は一期１年を原則とする。但し，連続三期を限度とする。 

４ 子ども会会長は一期２年を原則とし二期目は辞退できる。但し，二期目に限り再選を

妨げない。 

 

第７条  役員の任務は次の通りとする。 

１ 会長は，本会を代表し，職務を統轄するとともに，次の職務を行う。 

総会，及び運営委員会・全体役員会を召集し，会議の議長となる｡ 

      ２ 副会長は会長を補佐し，会長事故ある時は，その任務を代行する｡ 

      ３ 事務局はすべての会合における会務を処理すると共に，会の活動状況を記録し，各会

合の通知を発送する。 

      ４ 会計は，総会が決定した予算に基づいて，一切の会計事務を処理する。また，定期総

会において，会計報告及び会計監査委員の検査を経た決算報告をする。 

５ この会の経理を監査するために，２名の監査委員を置く。 

      （1）会計監査委員は，会長が委嘱する。 

      （2）会計監査委員は，必要に応じ随時会計監査を行うことができる。 

      （3）会計監査委員の任期は，１年間とする。 

      （4）会計監査委員は，総会において，監査報告をする｡ 

      ６ 各学級役員は，それぞれの学級を代表して学校との連絡を図り，委員会を構成して会

務を審議する。 

      ７ この会の諮問機関として，顧問をおくことができる。顧問には，学校長と会長委嘱者

が当たる。 

 

 

第五章   役員選出 
 

第８条  １ 次期会長，副会長選出は，毎年１月全会員（現１年生～現５年生）によって公選する。

（自薦も認める。）また，被選挙権は現１年生～現５年生の会員とする。 

     ２ 次期学級役員は，毎年２月現学級会員相互の話し合いによって選出する。 

３ 新１年生の学級役員は，入学前年の入学説明会（２月）において，学級会員相互の話し

合いによって選出する。 

     ４ 選挙管理委員は，会員でなくなる現６年生保護者とする。（代表1名） 

但し，選出においては事務局一任とする。 

 

 

第六章   会 議 
 

第９条  本会は，次の会議をもつ。 

     総会，三役会，運営委員会，全体役員会，並びに各部会とする。 

 

第１０条 １ 総会は，定期総会及び臨時総会とする。 

２ 定期総会は，毎年４月中に会長が招集する｡ 

３ 臨時総会は，会長の必要と認めた場合全体役員会の決議により要求があった場合，

  または会員の２分の１以上の要求があった時，臨時総会を開くことができる。 

４ 総会及び臨時総会は会員の２分の１以上の出席がなければ議事を議決すること  

  ができない。但し，委任状において，これに替えることができる。 

５ 総会の議事は，決議権を持つ出席者の３分の２で議決する。 

６ 運営委員会は必要に応じて開くことができる。 



７ 全体役員会は，会長が必要と認めた時，または，構成員の２分の１以上の要求があ

  ったときに開催することができる。 

８ 全体役員会は，構成員の２分の１以上出席しなければ，その議事を開き議決するこ

  とができない。 

９ 三役会は，必要に応じて開くことができる。 

10 部会の任務は別に定める。（第七章） 

 

第 11条  総会に付議する事項は，次の通りとする。 

     １ 会務の報告    

     ２ 会則の変更 

３ 予算決算の承認 

     ４ その他必要な事項 

 

第 12条  全体役員会に付議する事項は，次の通りとする。 

     １ 総会を開くことについて 

     ２ 総会の権限に属すること，その他必要な事項 

     ３ 会務執行に関する事項 

  
 

第七章   部 会 
 

第 13条  本会の活動を推進するために，次の部会を設ける。 

     １ 学級研修部，地区育成部とする。 

     ２ 学級研修部は，各学級役員から選任した１名をもって組織し，ＰＴＡ活動を推進する。

部長１名及び副部長１名は学級研修部員から選出する。 

     ３ 地区育成部は，各学級役員から選任した１名をもって組織し，各子ども会活動並びにＰ

ＴＡ活動を推進する。部長１名及び副部長１名は地区育成部員から選出する。但し，部

長は子ども会会長が兼務することができる。 

     ４ 各部会の基本的な任務として 

①学級研修部  ・会員の福利厚生，保健体育に関する活動企画・実施（運動会・各

種スポーツ 大会等） 

      ・会員の親睦会の企画・運営 

      ・学級懇談会の司会・記録・運営に当たる。 

      ・学級ＰＴＣ活動の企画・運営に当たる。 

 ・会報などを発行する。 

        ・教育効果の向上を図るための講座，講演会，研究会，社会見学等 

の企画・実施に当たる。 

②地区育成部  ・子ども会に関する活動企画・実施の支援。 

        ・児童の健全育成及び生活環境の整備。 

        ・校外における交通安全，指導に関する企画と実施。 

 

 

第八章   運営委員会 
 

第 14条  運営委員会は，会長，副会長，子ども会会長，顧問（校長，会長委嘱者 必要時招聘），

事務局（教頭），会計，各部長をもって組織する。    

       

第 15条  運営委員の任務は次の通りとする。 

      １ 総会提出議案を調整し，年間計画及び予算を立案する。 

     ２ 各部会の連絡調整を図る。 

      ３ 総会の運営を図る。 

      ４ 全体役員会及び各部会を補助する｡ 



第九章   会  計 
 
第 16条  本会の経費は，会費収入，事業収入をもって支弁する。 

本会の会費は月額３００円とする。会費の額及び資金獲得の種類を決定する場合，総会ま

たは全体役員会の承認を得なければならない。会員は入会月から会費を納入する。会員でな

くなった場合，納入された会費は，会員でなくなった日の属する月の翌月以降の月分を返還

する。 

 

第 17条  本会の会計年度は４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。 

 

 

第十章   表彰規定 
 

第 18条  ＰＴＡ役員として，特に貢献されたと認められた方，またはＰＴＡに特に尽力されたと認

められ，最終学年において，運営委員会の推薦により表彰する。 

 

第 19条  会員以外の方で，学校教育，ＰＴＡ活動に多大のご尽力をなされた方には，運営委員会の

推薦により表彰する。 

 

第 20条  学校職員の転退職のある場合には，記念品料として３，０００円を贈る。 

 

 

第十一章  弔慰規定 
 
第 21条  児童及び会員が死亡した場合は，弔電を打ち，香典３，０００円を贈り，会長が会葬す

る。 

 

第 22条  その他の場合は，会長に一任する。 

 

第 23条  児童の負傷または病気についての見舞金等は，該当学級役員で協議し，費用にあっては学

級で賄うものとする。（原則的として，入院２週間，自宅療養１ヶ月を基準とする。） 

 

 

 

              付  則 

       １ 昭和５２年４月 １日から施行する。 

       ２ 昭和５４年１月２１日規約一部改正 

       ３ 昭和５６年４月 １日規約一部改正 

       ４ 平成 ２年４月２９日規約一部改正 

       ５ 平成 ３年４月２８日規約一部改正 

       ６ 平成 ５年４月２９日規約一部改正 

       ７ 平成 ９年４月２０日規約一部改正 

       ８ 平成１４年４月２０日規約一部改正  

９ 平成１６年４月１７日規約一部改正 

      １０ 平成１８年４月２２日規約一部改正 

      １１ 平成２１年４月２５日規約一部改正 

      １２ 平成２２年４月２４日規約一部改正 

      １３ 平成２６年４月１９日規約一部改正 

 １４ 平成２９年４月１５日規約一部改正 



 １５ 令和 ２年５月２２日規約一部改正（第 5条第 10項） 

      １６ 令和 ３年４月２４日規約一部改正（第 5条第 8項，第 8条 5項） 

      １７ 令和 ５年１月１２日規約一部改正（第５条第４・９・11項，第８条第１項，第 13

条第１・２・４項，第 14条） 

      １８ 令和 ５年４月２２日規約一部改正（第５条 11項を削除） 

      １９ 令和 ７年４月１９日規約一部改正（第５条第９・10項，第７条第６項，第８条第

２・３・４項，第 13条第２項，第 23条） 

      ２０ 令和 ８年４月１８日規約一部改正（第２条，第３条，第４条，第５条，第７条第

６項，第８条，第 13条，第 16条，第 23条） 

 

 

 


